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1)

i)

 1-1

ii)

・地価と地価の説明要因の候

補となるデータの収集・作成

①評価対象の決定

②地価データ等の収集

③地価関数の推定

④地 価 の 予 測

⑤便 益 の 推 計
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2) CVM（仮想市場評価法）

i) 概要

アンケート調査等を用いて、景観形成の有無のシナリオを提示し、景観形成に対する

住民等の支払意思額を把握し、これをもって便益を計測する。

図 1-2 CVM(仮想市場評価法)の実施手順

ii) 特徴

○長所

効果・影響を一括して計測できる。

計測対象に関して制約が少ない。

○短所

質問方法やサンプル特性によってバイアスが生じる可能性がある。

調査期間・費用がかかる。

効果・影響を一括計測するため、景観要素別の分離は困難である。

①評価対象の決定

②調 査 票 の作 成

③プ レ 調 査

④本 調 査

⑤支払意思額の決定

⑥便 益 の 推 計
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3)

i)

 1-3

ii)

1

CVM

①評 価 対 象 の決 定

②評価対象の構成要素の
設定

③調 査 票 の 作 成

④プ レ 調 査

⑤本 調 査

⑥支払意思額の決定

⑦便 益 の 推 計
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4)

i)

 1-4

ii)

・景観形成の価値（または景観を形
成しないことによる損失）と同様の
価値を有する代替財を選定

・代替財の原単位×量

①代 替 財 の決 定

②代替財の量の設定

③便 益 の 推 計
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5)

i)

 1-5

ii)

利用（訪問）に係るデータの収集
・旅行費用

・訪問頻度

・旅行費用、訪問頻度、訪問地の魅力
の関係をもとに推定

・需要曲線と旅行費用から便益を計測

①評価対象の決定

②データの収集・整理

③需要曲線の推定

④便 益 の 推 計
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6)

i)

 1-6

ii)

良好な景観の形成来訪者の増加

来訪者の増加によって

生じる地区内

観光消費増

雇用増①

利潤増

賃金総額増

所得税増①

法人税増①

粗付加価値増①

第1次
波及効果

新たな消費の発生

波及による生産増

雇用増②

利潤増

賃金総額増

所得税増②

法人税増②

粗付加価値増②

第２次
波及効果

新たな消費の発生

第1次 

波及効果 

第2次

波及効果
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(2)

2

CVM
CVM

CVM
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